
SN比ηの式 

   Signal    β２ 

η＝     ＝ 
   Noise    σ２  

    
        １ 
         （Ｓβ－Ｖｅ）   ←β２の推定値 
        ｎｒ    

η＝１０ｌｏｇ                        ｄｂ 
        ＶｅまたはＶN        ←σ２の推定値 

    

品質工学では、以下のような式を使います。 



       ＳＴ＝Ｓｍ+Ｓｅ 

       全変動=偏り+誤差変動 
自由度 ｆ    n       1      n-1 

全て２乗で扱う 
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  ＳＴ＝Ｓβ+Ｓｅ 

全変動=信号変動+誤差変動 

全て２乗で扱う 

22 + 22 + 22 = 12 1 × 2 + 2 × 2 + 3 × 2 2

12 + 22 + 32
≒ 10 

12 + (−1)2= 2 
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←今回は標準SN比ですので  

  SN比は左の式を用い、 

  感度は求めません。 

  自由度ｆは、データ数により 

  変わります 

 

  通常は、以下の式です。 

         ↓ 
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計算式 
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２つの傾きのばらつき 
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